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［要旨］

死の社会学の展開
――死の表象研究に向けて――

國本　哲史

　本稿は、近年、日本でも領域として確立しつつある「死の社会学」という領域を拡張する方向
性を提示することを目的としている。これまで死の社会学は大きく分けて、「死を巡る患者と周
囲の相互行為」、「死別」、「死についての語り」の３つの領域で先行研究が積み重ねられてきた。
しかし、それらは、死の隣で生きること、そして死にゆくことは扱っているものの、「死」それ
自体を扱うものではなく、また、あくまで事例研究にとどまっており、死という対象が持つ有用
性を十分にとらえきれていなかったのではないかと指摘される。
　死は、比較的実質的な制約が少なく語ることのできる対象であり、社会学は死を対象とするこ
とで、人間が語るということや、何かが社会的に構築されるということといったより広いテーマ
の考察へとつなげていくことができる。死はそうした可能性を有する対象であり、そのため死の
社会学は、特殊な対象を扱った事例研究を行う領域であるとみなされてしまう危険性のある現状
を脱し、より一般性のある問いにも挑戦していく領域へと拡張される必要がある。
　本稿では、こうした方向性で死を研究するにあたって、社会的表象理論を土台としながら、死
を社会的表象であると考え、その具体的な研究方針を探るため、表象と死を先駆けて扱った
Mary Bradbury の議論を参照した。
　Bradbury の研究から見出されたのは、表象研究を具体的に進めていく際の３つの方針であり、
それは、「事実―表象次元」、「表象それ自体の次元」、そして「表象―行為次元」であった。これ
らについて、それぞれ検討しながら、表象研究としての死の可能性が考察された。
　こうした方向性で死の社会学を展開・拡張することで、死は特殊な事例研究の対象から、私た
ちの意味的世界のメカニズムを解明するための重要な対象となり、死の社会学も、私たちの表象・
意味に関する社会的事実について探求する領域となる。
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